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対馬東水道域におけるマイワシの漁獲変動とその要因について
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マイワシ資源は数十年周期で豊凶を繰り返す魚種とし

て知られ,1)1980年代後半から日本周辺海域で漁獲量が

急減し,幻しの魚と言われるまでになっている。対馬東

水道域でも例外ではなく,福岡県筑前海区の最盛期の漁

獲量は約3,500トンあったが現在は100トン程度で,最盛

期の1/30に低下している。

これらの資源変動には対馬暖流域マイワシの生活史の

初期段階での生態変化が大きく関連していると考えられ

る。2)3)

そこで本報告では対馬東水道海域におけるマイワシの

資源変動傾向を明らかにするとともに卵から当歳魚まで

の初期生活段階を中心に資源変動要因について検討した。

方　　　　　法

漁獲統計資料には1970～,96年の福岡県農林水産統計

年報及び漁業・養殖業生産統計年報を用い,福岡県筑前

海区と東シナ海区の漁獲量の推移を比較した。

実際の調査は対馬東水道域のうち,福岡県沿岸域に当

たる筑前海域を対象とし,まず,'78～'96年に中型まき

網,浮敷網(通称　棒受網),小型定置網についての魚

体側定を行った。測定は各漁業の盛漁期に行い,漁獲物

1箱毎に被隣体長を全数計測し,1箱当たりの人数(尾

数),重量を明らかにした。次に測定結果と既往知見4)

により当海域の漁業種別漁獲量を当歳魚群,北上群,南

下産卵群の3群に区分した。当歳魚群は浮敷網の7～10月

の漁獲物,北上群は中型まき網及び浮敷網の4～6月の漁

獲物,南下産卵群は小型定置網による1～5月の漁獲物

とし,各群の漁獲重畳を測定結果より求めた群別の1尾

当たり平均重量で除して,各群の漁獲尾数を算出した。

*l現漁政課,*2現豊前海研究所,*3現水産振興課

さらに'78～'93年については対馬暖流域マイワシの年齢

体長関係*4から年齢別漁獲尾数を求め,漁獲物の質的変

化をみた。

マイワシの卵の資料として,'79～'96年にプランクト

ンネットにより採集した結果を用いた(91年以前は丸特

Bネット　'92年以降は改良型ノルバックネットを使用)。

卵の採集は毎月園吊こ示す5定点において海底から表面

までの鉛直引きで行った。同時に各層(0m,10m,20

m,50m,75m,底層)の水温観測も行った。この結果

を基に月別の1定点当たりのマイワシの卵の採集量を算

出し,各月の合計値を年間の卵の総採集量とし,筑前海

域での産卵の指標とした。また,海況資料として卵採取

時の観測水温のうち,マイワシ卵及び幼稚魚の主分布層

を代表すると考えられる水深10m層の水温3)5)を用い,

各年代の卵の分布及び当歳魚漁獲量との関連を解析した。
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結　　　　　果

1.漁業及び資源の推移

東シナ海区及び筑前海区のマイワシ漁獲量の経年変化

を図2に示す。両海域とも1970年代前半は漁獲量は少な

く,筑前海区では100トン,東シナ海区で2,000トン程度

で低水準であったが'75年頃から増加し始め,'80年代に

は高水準となり`88年には筑前海で約3,500トン,東シナ

海で49万トンに達した。漁獲量が減少し始めたのは東シ

ナ海区,筑前海区とも'90年以降で,特に'92年以降その

傾向は顕著になり'95年には筑前海区で約100トシ,東シ

ナ海区で10万トン程度で,筑前海では全盛時の1/30以下

になっている。このように筑前海の漁獲量と東シナ海区

の漁獲量の変動傾向は類似しており,近年のマイワシ漁

獲量の減少は東シナ海ではほぼ同時期に見られる広域的

な現象であると言える。
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図2東シナ海区及び筑前海区のマイワシ漁獲量経年変化

次に筑前海のマイワシ季節群の体長組成を図3に示す。

夏～秋に浮敷網で漁獲される当歳魚群は体長範囲4～14

cmで8～10cmが主体となる。春季に沖合域でまき網,浮

敷網に漁獲される北上群は体長範囲15～22cm,モード18

cmで,1歳以上の末成魚0成魚群である。冬～春に沿岸

域に来遊し,小型定置で漁獲される南下群は体長範囲16

～24cm,モード19cmで主に2歳魚以上の産卵親魚である。

これらの各群の年変動を図4こ示す。当歳魚群は1977年

に急増し,'80年,`82年,`83年及び84年には3千万尾を

越えたが,`85年以降は減少傾向にあり,'88年,,94年を

除き1千万尾以下で推移している。北上群は当歳魚と同

様に'77年以降増加し,'82年～'84年,'88～`91年には3千

万～4千万尾の高水準にあったが,'92年以降急減してい

る。南下産卵群は,'81年頃から増加し,`85年にピーク

を迎えたが,その後減少し,'89年以降,低水準となっ

ている。全体の漁獲尾数は-77年に急増し,8千万尾に達

し,`80年,`82～'84年,`88年は5千万尾を越えていた。

しかし,'92年以降減少し,'95年を除き1千万尾程度で低

水準で経過している。
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図3マイワシ群別被隣体長組成(1978～-96年)

＼

固唾筑前海区のマイワシ漁獲尾数の経年変化

次に,当海域での漁獲物年齢組成を図5にした。'70年

代後半～'80年代前半までは当歳魚の割合が高く40～80

%の割合で推移していたが,1985年以降当歳魚の割合が

減少し,2～4歳魚が主体となった。さらに1989年以降は

4～5歳魚が漁獲の40～50%を占め,高齢魚の割合が増加

している。
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図5筑前海区におけるマイワシの年齢組成
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マイワシ卵の年間総採集量と浮敷網のマイワシ当歳魚

の漁獲量の関係を図6に示す。卵の総採集量と当歳魚漁

獲量には正の相関があり,'80年代始めは変動幅は大き

いものの卵の総採集量,漁獲量とも高水準であったが,

'80年代中頃から卵,漁獲量ともに減少し,'90年以降は

両者とも低水準となっている。

次に,産卵群の漁獲量及び卵の採集量の月別割合の変

化について図7薄に示す。'79年～'80年始めは産卵群の漁

獲モードは2月で,卵も2,3月に多く見られるが,`80年

代中頃になると産卵群,卵とも出現時期が遅れ始め,4,5

月の割合が増加している。しかし,'90年代に入ると再

び出現時期が早まり,モードは2,3月となっている。
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図8筑前海区のマイワシ卵の月別採集割合

筑前海域における当歳魚の漁獲量と全体の漁獲量の長

期変動傾向を図9に示す。当歳魚の水準は'70年代中頃か

ら徐々に増加し,それに伴い全体の漁獲量も増え,'70

年代後半から'80年代始めは当歳魚,全体の漁獲水準と

-　3　-

も高水準で経過している。しかし,'80年代中頃には全

体の漁獲量は高水準を維持してるが,当歳魚の漁獲量は

減少し始め,さらに'80年代終わりから'90年代は当歳魚

の漁獲は低水準となり,全体の漁獲は減少傾向にある。

(t)

年

図9筑前海区のマイワシ全漁獲量と当歳魚漁獲量の変動傾向

(5カ年移動平均)

2.発生量の変動要因について

以上のことから筑前海域のマイワシ資源状態を大まか

に区分すると当歳魚の漁獲量が増加し,全体の漁獲量も

増加した年代(70年～'78年),主産卵期が2月で当歳魚

の漁獲量,全体の漁獲量とも高い年代ぐ79年～`81年),

主産卵期が4,5月で全体の漁獲水準は高いが,当歳魚の

漁獲が減少し始めた年代(`82年～`87年),主産卵期が3

月で当歳魚の漁獲が低水準となり,全体の漁獲も低下し

た年代(88年～'96年)に分類される。この中から卵採

集資料の揃っている'79年以降について年代別に産卵群

漁獲傾向,卵の分布状況,海況条件を比較した。

月別マイワシ卵の採集量を図10に,月別南下産卵群漁

獲量の変化を図11に示す。卵の総採集量は79年～`81年

と`82年～'87年でほとんど変わらないが,モードは'79年

～`81年は2月で,'82年～`87年には5月となり,3ヶ月ほ

どのずれがある。`88年～'96年は卵の量自体が少なく,3,

4月にピークがある。産卵群の漁獲は-79年～`81年は年間

120トンで,そのうち90%が1～3月に集中し,卵採集盛

期は2,3月で産卵群の多い時期と一致している。一方,-

82～‘87年は年間来遊量約400トンと多く,ピークは2,3

月であるが,卵採集盛期は4,5月で産卵群の漁獲盛期と

の間に1,2ヶ月のずれがある。'88年～'96年の産卵群のピ

ークは2,3月で,卵の盛期は3,4月となっている。
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水温と卵の時空間分布の関係を図12に示す。マイワシ

の卵の分布は年代に関わらず水温14℃前後の水温帯に多

く,13℃以下の水温帯では少ない傾向が見られる。'79

年～`81年は沖合域(Sも弧.3～5)の2～4月に14℃の水温

域が広がっており,卵もこの水温帯付近に多い。'82年

～'87年は2～3月の沿岸域を中心に水温13℃以下の低水

温域がみられ,卵は水温が14℃以上に上昇する4,5月の

沿岸域に多い。一方,`88年～'96年は3月の沖合域から
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図11産卵群月別漁獲量の比較
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4月の全域に14℃台の水温域が見られ,卵もこの水域に

分布する。このように`82年～'87年にはこれまで卵の分

布の多かった2～3月の水温が低下し,この時期を避ける

ように卵の分布が4,5月に遅れている。

3月の水温(Stn.2)と当歳魚の漁獲量の長期変動傾向

を図13に示す。水温が14～13.5℃で推移した'70年代後

半～`80年代始めは当歳魚は増加期から高水準期にある

が,水温が13.5℃以下に低下した80年代中頃は急激に減

少し,産卵期が遅れた年代と一致している。水温が上昇

した`80年代終わり以降は低水準ながら安定している。

このように水温と当歳魚の変動が関連しており,特に低

水温の時期に漁獲が減少し始めている。

このように低水温により産卵期が遅れ,さらに当歳魚

漁獲量が減少している傾向が見られたので,月別の卵採

集畳と当歳魚の漁獲量との相関について検討し,表出こ

示した。卵採集量と当歳魚の相関は2月が最も高く,次

いで3月が高いが,4,5月の相関は低く,産卵期が遅くな

れば当海域への資源加入量が低下する傾向が見られた。
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図13 3月水温と当歳魚漁獲量の変動傾向(5カ年移動平均)
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表瑠マイワシ月別卵採集量と当歳魚漁獲量の相関(相関係数R)

卵採集量　　　2月　　　3月　　　4月　　　5月

当歳魚漁獲量　　0.646☆　　0.619☆　　0.417　　0.415

恵は1%水準で有意

考　　　　　察

これまでの結果から筑前海域でのマイワシ資源減少は,

1980年代中頃から低水温により産卵期が遅れたことと,

それらの発生群が当海域の資源へ加入しなかったことで

あると考えられる。産卵期の遅れや当歳魚の漁獲量の減

少は佐乳　6)長崎県海域7)を始め,日本海南部海域3)で

もみられている。また,檜山は1984～'86年の日本海対

馬暖流域の1～3月の平均水温はやや低く,産卵時期が遅

れた年代と対応するとしている。8)これらのことから

'80年代中頃の低水温による産卵期の遅れは九州北部海

域から日本海にかけての広域的な現象と考えられる。

マイワシの産卵水温について黒田は,1974～`84年の

資料から太平洋沿岸域の産卵水温は13～21℃が中心で,

主産卵水温の最も低い水域で13～17℃であるとし,9)-

50年代の資料では九州北西域の産卵水温は約14～17℃と

されている。このことから筑前海で80年代中頃の2,3月

にみられた13℃以下の低水温はマイワシ産卵水温の下限

であるといえる。

また,この年代の産卵群の移動については山口らが体

長組成の比較から'82年の薩南海域での産卵群は九州西

岸から南下したものであると推定している。10)

以上のことから'80年代中頃の九州北部海域では2,3月

に来遊した産卵群の多くは低水温のためさらに南下し,

薩南海域を中心とした他海域で産卵したと考えられる。

そして,水温が上昇した4,5月来遊した群が九州北部海

域で産卵したと推定される。

次に,産卵期が遅れたことにより当歳魚加入畳が減少

する原因については,永谷らが九州北部域の表層流のシ

ュミレーションから2,3月に九州北部海域で産卵された

卵稚仔はその海域に留まるが,4,5月に産卵されるとそ

の多くは日本海北部海域へ加入すると指摘している。7)

また,年間の最低水温期に産卵期があると捕食者が少な

く,餌料となる珪藻額も多く,マイワシ卵仔魚の生き残

りに好条件であるが,11)水温の上昇する4,5月に産卵さ

れるとその後の推仔魚の生残が悪くなる可能性も考えら

れる。

これらのことから'80年代中頃の九州北部で産卵され,

発生した稚仔魚は一部は日本海等の他海域へ加入し,結

-　5　-

異としてマイワシの分布域は広がったが,九州北岸の当

歳魚の加入量は減少したと考えられる。

その後,'90年代に入ると対馬暖流域全体でのマイワ

シ資源減少に伴い産卵場が縮小し,主産卵場は五島灘や

日本海北部海域となり,九州北岸の産卵量は減少してい

る2)8)。このため,筑前海を含めた九州北岸の当歳魚の

量は低水準で推移していると考えられる。これらの資源

の変動にはマイワシ個体群が持つ特性と環境要因が密接

に関連していると考えられ,2)8)12)今後,九州周辺海

域の水温や餌量生物等の環境要因とマイワシの回遊や稚

魚の生残等の生態との関連について検討が必要である。
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要　　　　　約

1)対馬東水道域(筑前海)のマイワシ漁獲量は1975年

頃から増加し始め,'80年代には3,000トン台で班移

し,その後,88年から減少し,'90年以降は低水準

となっている。

2)漁獲物の年齢組成は70年代後半～'80年代前半まで

は当歳魚の割合が高かったが,'85年以降2～5歳魚

の割合が増加し,'89年以降は4～5歳魚が40～50%

を占めている。

3)卵の採集量と当歳魚の漁獲量の間には正の相関があ

り,'80年代前半は卵,漁獲量とも高水準であった

が,'90年以降は両者とも低水準となっている。

4)産卵群の漁獲時期及び卵の採集時期は79年～'80年

始めは2,3月が盛期であったが,`80年代中頃は4,5

月に遅れ,'90年代にはいると再び2,3月が盛期とな

っている。

5)マイワシの卵は水温14℃前後の水域に多く,13℃以

下の水域では極端に少ない。

6)卵の分布と水温の時空間分布は'79年～`81年は2,3月

の14℃水温帯に多く分布し,'82年～'87年は14℃水

温帯が4,5月で卵もこの水域に多く,`88年～'96年は

14℃水温帯が2,3月で卵もこの水域に多い。

7)月別の卵の分布量と年間の当歳魚漁獲量の関係は2,
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3月では高い相関が見られるが,4,5月では相関が低

く,4,5月に産卵されたものは当海域へは加入しな

い傾向が伺える。

8)当歳魚の漁獲量と水温の長期変動傾向を見ると水温

が13.5℃以上の'70年代後半から'80年代前半は漁獲

量は増加傾向にあるが,13.5℃以下の`80年代中頃

に漁獲が減少している。

9)当海域におけるマイワシ資源減少の原因は'80年代

中頃の低水温により,産卵期が遅れ,沿岸域への加

入量が減ったためであると推測される。
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